
教化名 年間授業時数 学年

朧 備

保1き

備

計

19時間
98時間
117時間

2

授業形態 指導者名
2ク ラス合同・ 3学年合同 鱒 Jり授鶏 鈴木 浩司・森 逸美・柏木 洋輝

教科書(発行所) 最新 中学校保健体育脳 会社 大修館書向

教科書以外の教材(発行所) 中学体育実技l挿式△癖上学研教育みらい)

目 標

学習のねらい

体育や保健の見方・考えチザ
~を
イ効 せヽ,課題を発見し,合理的な解決に向けた学習過程を

通して,心と体を一体として捉え,生涯にわたつて心身の健康を保持増進し豊かなスポー

ツライフを実現するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)運動の合理的な実践を通して,運動の楽しさや喜びを味わい,運動を豊力ヽ こ実践す

ることができるよう1こするため,運動,体力の必要性について理解するとともに,基本

的な技能を身に付けるよう1こする。

(2)運動についての自己の課題を発見し,合理的な解決に向けて思考し半ll断するととも

に,自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

(3)運動における競争や協働の経験を通して,公正に取り組む,互いに協力する,自 己

の役割を果たす,一人一人の違いを認めようとするなどの意欲を育てるとともに,健

康・安全に離 ,自己の議 尽くして運動をする態度を養う。

《備 分野≫

1体つくり運動
体を動かす楽しさや心地よさを味わい,体つくり運動の意義と行い方,体の動きを高

める方法などを理解するとともに,目的に適した運動を身に付け,組み合わせることが

できるようにする。

2ヨ脇睡動

技ができる楽しさや喜びを味わい,器械運動の特性や成り立ち,技の名称や行い方,

その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに,技がよりよくできるよう1こす

る。

3陸 醜
記録の向上や競争・の楽しさや喜びを味わい,技術の名称や行い方などを理解し,基

本的な動きや効率のよい動きを身に付けることがミ るようにする。

4難
勝敗を効 楽しさや喜びを味わい,球技の特性や成り立ち,技術の名称や行い方,そ

の運動に関連して高まる体力などを理角早するとともに,基本的なボールや用具,バット

操作と仲間と連携した動きで攻防を展開できるようにする。

5鵡
技ができる楽しさや喜びを味わい,武道の特性や成り立ち,技の名称や行い方,その

運動に関連して高まる体力などを理解するとともに,翔 イ乍や基本となる技を用い
て簡易な攻[ノ与を展開することができるようにする。

6ダンス
感じを込めて踊つたりみんなで踊つたりする楽しさや喜びを味わい,ダンスの特性や

由来,表現の仕方などを理解するとともに,イメージを捉えた表現や踊りを通した交流

ができるよう1こする。



7体育理論:運動時スポーンの意義く。効果と学び方や安全漁行い方
運動やスポーンの合理的な実践を通して,生涯にわたり豊かに運動やスポーンに親

しむ資質・能力を育てるとともに健康の保持増進を図るためには,その意義や効果,

学び方,安全に運動やスポーンを行う必要性やその方法について理解できるよう1こ

する。

《保健分野》

1健康′F生活跡 の予防
(ウ)生活習慣病などの予防

⑫生活詔慣病の予防

生活習慣病は,日常の生活聟慣が要因となつて達 る疾病であり,適切な対策

を講ずることにより予防できることを,例えば,ユ醜 ,脳血管疾患,歯周病な

ど純 宜取り上げ理解できるよう1こする。

⑦がんの予防

がんは,異常な細胞であるがん細胞が増殖する疾病であり,その要因には不

適切な生活習慣をはじめ様々なものがあることを蜂 るようにする。

(工凛煙,飲酒,剰顔閉 と健康
⑫喫煙となき康

喫煙については,たばこの煙の中にはニヨチン,タール及び一酸化炭素など

の有害物質が含まれていること,それらのイ乍用により,毛細血管の収縮,心臓
への負担,運動能力の低下など様々な急性影響が現れること,また,常習的

な喫煙により,がんや心臓病など様々な疾病を起こしやすくなることを理解で

きるようにする。

⑦飲酒と健康

飲酒については,酒の主成分のエチルアルコールが中枢神経の働きをイ氏下

させ,思考力,自制力,運動機能を低下させたり,事散などを越 したりするこ

と,急激に大量の飲酒をすると急性中毒を達 し意識障害や死に至ることもあ

ることを剛貯唆:るようにする。

②薬物苦し用と健康

薬物乱用については,覚醒剤や大麻を取り上げ,摂取によつて幻覚を伴ちた

激しい急性の錯乱状態や為夏などを引き越 すこと,薬物の連用により依存症

状が現れ,中断すると精神や身体に苦痛を感眺 ようになるなど様々な障害が

起きることを理解できるようにする。

2傷害の防止
(ア)交通事故や自然災害などによる傷害の発生要因

交通事故や自然災害などによる傷害は,人的要因,環境要因及びそれらの相

互の関わり1こよつて発生すること,人的要因としては,人間の心身の状態や行

動の仕方について,環境要因としては,メヒー
における施設。設備の状態

式。
府
凩象条件などについて理解できるようにする。

lイ)交通事散などによる傷害の防止

交通事故などによる傷害を防止するためには,人的要因や環境要因に関わる

危険を予測し,それぞれの要因に対して適切な対策を行うことが必要であるこ

とを〕凹晦∝:るようにする。

(ウ)自然災害による傷害の防止

自然災害による傷害は,例えば,地震が発生した場合に家屋の倒壊や家具の

落下,転伸lなどによる危険が原因となつて生じること,また,地震に陣 て発生

する,津波,土砂崩れ,地割れ,火災などの二次災害によつても生眺 ことを理

解できるようにする。



(→応急手当の意義と実際
⑫応急手当の意義

傷害が発生した際に,その場に居合わせた人が行う応急手当としては,傷害

を受けた人の反応の確認等状況の把握と同時に,周囲の人への連絡,傷害の

状態に応じた手当が基本であり,迅速かつ適切な手当は傷害の悪化を防止で

きることを蜂 るよう1こ・する。

⑦応急手当の実際

胸骨圧迫,AED(自 動体外式除細輔 使用などの心肺蘇生法,包帯法や止

血法としての直接圧迫法などを取り上げ,実習を通して応急手当ができるよう

にする。

出題方針 ・婚 内容を中心に,ノエト鶏ゆ彬リントなどから出題する。

第1回考査 なし

第2回考査 体つくり運動・陸上競技・球技・保健 など

第3回考査 なし

第4回考査 なし

範囲

(予定)

呂群 末考査 卜生醜 ・球技・ダンス・保健 など

定期考査

・評価の観点は,①知識・技能,②思考力・判断力・表現力など,③主体的に学習に取り

組む態度,の 3項目とする。

l(体育分野l〉
・評価の方法は,自己評価・相互評価・レポート提出・運動技能魔スト出席状況など,に

より,総合的に観点別に評価する。
・毎時間が評価の対象であり,数回の運動賎能テストも行う。

《保健分野》
・評価の方法は,定期考査・提出したノートやレポートなどの記述内容,出席状況など,

により,経濫平均に籍誤帝刊に評鮒酢ナる。

評価の観点
H評価の方法

l(体育分野l〉
・更衣を早くして,授業には遅刻し′Fい。
・体調の自己管理をし,体調が悪いときには担当教師に申し出る。[付箋などを活用]

・準備物を整えて,忘れ物をしテぶV比

《脚 》
・保体ファイルやノートなど,提出物を大切にする。

ファイルやノートなど記述内容の評価は大きヤヽので,しつかりと考察して提出しましょう。

・鞄 を整えて,忘れ物をしなヤヽ。

先生からアドバイス

(予習口復習の方法 ,

授業の受け方 ,

ノートの取り方など)



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業 )
朝 月 学 習 内 容 H寺数 学 習 の ポ イン ト

前期

4

5

6

7

8

9

・体つく蜘藝力(体ほぐしの運動)

・体つくり運動 (体力を高める動

・陸B財支(短函離走・リレー)
・運動やスポーンの意義や効果と学び方

や安螢暫〒い方
・球技(男子ツミスケットボールl

(女子:ソフトボエアレl
・健康な生活と疾病の予防

《第2回考査》

・ダンス(フォークダンス)

・球技(バレーボール )

・ 触  (朝

。健康′F生活と疾病の予防

6

6

6
4

12

4

6

6

6

4

・自己の体に気イ性 ,仲間と交流する。

・上級とと下級生の交流を深める。

・互いに協力し′浪がら,体力を高める。

・安全に留意し,鞭 習僻する。

・互い協力しながら,手際よく測熊 るようにする。

・運動やスポーツについて理解を深める。

・安全に留意し,互いに協力し′ぶがら,基本技術を習

得する。また,練習やゲーム暫芍。

・生活の中で,改善や実践の仕方を理解する。

。互いに協力しなが甥菊勲野わ。

・安全に留意し,互いに協力し′ぶがら,基本技術を習

得する。また,練習くけ―ム沼わ。

・安全に留意し,互いに協力し′Fがら,基本技術を習

得する。また,練習やゲーム暫つ。

・生活の中で,改善や実践の仕方を理解する。

後期

10

11

12

1

2

3

。球技(バレーボールl

・球技(卓球l

・傷害の防止

・陸雪期支(長岡離a

・球技(男子:ソフトボールl
・ダンス(女子:ダンス)
《年度末考査 》

12

12

11

10

12

・安全に留意し,互いに協力し′ぶがら,基本技術を習

得する。また,練習やグーム暫う。

・安全に留意し,互いに協力しながら,基本技術を習

得する。また,練習やゲーム約 。

・生活の中で,購 実践の十防 を理解する。

。自分の目標を立て,ペースを設定して安註 たタイ

ムで走ることを最上位の目標とする。

・安全に留意し,互いに協力し′譲がら,基本技術を習

得する。また,練習やグーム約 。

総時間数 117 体育 98醐 保健 19時間



教 科 名 年間授業時数 学 年

技術・家庭科 (技術分野 ) 39 2

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業 木挽屋 莱摘

教科書 (発行所) 技術・家庭 技術分野 ( 開隆堂 )

教科書以外の教材 (発行所) 技術・家庭ノー ト ( 開隆堂 )

目  標
生活に必要な基礎的な知識と技術の習得を通して、生活と技術とのかかわりについて理解を深め、進んで生

活を工夫し増J造する能力と実践的な態度を育てる。

学習のねらい

B生物育成の技術
(1)生活や社会を支える生物育成の技術について調べる活動などを通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 育成する生物の成長、生態の特性等の原理・法則と、育成環境の調節方法等の基礎的な技術の仕組みについて理解すること。
イ 技術に込められた問題解決の工夫について考えること。
(2)生活や社会における問題を、生物育成の技術によつて解決する活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 安全・適切な栽培又は飼青、検査等ができること。
イ 問題を見いだして課題を設定し、育成環境の調節方法を構想して育成計画を立てるとともに、栽培又は飼育の過程や結果の評価、改善及び修正

について考えること。

(3)これからの社会の発展と生物育成の技術の在り方を考える活動などを通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 生活や社会、環境との関わりを踏まえて、技術の概念を理解すること。
イ 技術を評価し、適切な選択と管理・運用の在り方や、新たな発想に基づく改良と応用について考えること。
C エネルギー変換の技術
(1)生活や社会を支えるエネルギー変換の技術について調べる活動などを通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 電気、運動、熟の特性等の原理・法則と、エネルギーの変換や伝達等に関わる基礎的な技術の仕組み及び保守点検の必要性について理解するこ

と。

イ 技術に込められた問題解決の工夫について考えること。
(2)生活や社会における問題を、エネルギー変換の技術によつて解決する活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 安全・適切な製作、実装、点検及び調整等ができること。
イ 問題を見いだして課題を設定し、電気回路又は力学的な機構等を構想して設計を具体化するとともに、製作の過程や結果の評価、改善及び修正に
ついて考えること。

(3)これからの社会の発展とエネルギー変換の技術の在り方を考える活動などを通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 生活や社会、環境との関わりを踏まえて、技術の概念を理解すること。
イ 技術を評価し、適切な選択と管理・運用の在り方や、新たな発想に基づく改良と応用について考えること。
D情報の技術
(1)生活や社会を支える情報の技術について調べる活動などを通して、次の事項を身に付けることができるよう相導する。

ア 情報の表現、記録、計算、通信の特性等の原理・法則と、情報のデジタフレ化や処理の自動化、システム化、情報セキュリティ等に関わる基礎的な

技術の仕組み及び情報モラルの必要性について理解すること。

イ 技術に込められた問題解決の工夫について考えること。

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容を中心に、ノート、授業内容、教材プリントなどから出題する。

範 囲

(予定)

第 1回考査

第 2回考査

第 3回考査

第 4回考査

年度末考査

実施しない

B生物育成の技術

実施しない

実施しない

Cエネルギー変換の技術

D情報の技術  ・情報とコンピュータ

評価の観点・

評価の方法

O評価の観点は、「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の3項目である。

O具体的な評価は、定期考査、授業中での作品、教材プリント、レポートなどを適正に活用して総合的に行う。

また必要に応じて自己評価も取り入れる。

先生からア ドバイス

(予習・復習の方法、授業の受け

方、ノートの取り方など)

技術は、実践的・体験的な学習活動を通して、生物育成や情報の基礎的な知識と技能を習得するとともに、生

物育成やエネルギー変換、情報の学習を通して、将来の自分の夢を実現するときにいかされる技術的素養を身に

付ける学習です。技術が果たす役割について理解を深め、それらを適切に活用する能力と態度を身に付けること

が大切です。学習を通して、将来の自分の夢を実現するときにいかされる技術的素養を身に付けましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業)

鞠 月 学 習 内 容 時数 学習のポイント

日町

期

後

期

4

5

6

7

9

10

11

12

１

２

3

○生物育成の技術

0生活や社会を支える生物育成の技術
0さ まざまな生物育成の技術

・作物の栽培技術

・動物の飼育技術

・水産生物の栽培技術

・森林の育成技術

0生物育成の技術による問題解決
・栽培ごよみを知る。

・栽培計画を立てる。

・土づくり、肥料について知る。

・収穫の方法と保存について知る。

0生物育成の技術と私たちの未来
《第2回考査》

《年度末考査》

Oエネルギー変換の技術
●生活や社会とエネルギー変換の技術

・エネルギーとエネルギー変換

・燃料を利用した技術

・発電と送電のしくみ

・エネルギー変換と効率

・電気の利用

●エネルギー変換を利用した問題解決

●機器の安全な利用と保守点検
,電気機器の構造

・電気機器の安全な利用

・電気機器の保守点検

0運動の利用
・力の伝達

・運動を変化させるしくみ

0これからのエネルギー変換の技術

○情報の技術

0生活や社会と情報の技術
0情報とコンピュータ
・プログラムの構造と表現

6

7

6

８

　

２

3

と

6

・作物を栽培する意義について知る。

・動物を飼育する意義について知る。

・水産生物を栽培する意義について知る。

・森林を育成する意義について知る。

・作物、動物、水産生物の育成環境の調節方法について知る。

・作物、水産生物の栽培、森林の育成の管理作業について知る。

・動物の飼育の管理作業について必要な技術を知る。

・生物育成の技術を利用した問題解決の手順を知る。

・設定した課題に応じて、ベビーリーフの育成計画を立てる。

・設定した課題の解決状況を評価するため,作物の生育状況と、育成

環境の調節、成長の度合いなどのデータを記録する。

・技術の見方・考え方から生物育成の技術の学習について振り返る。

・生物育成の技術を評価し、適切な選択と管理・運用のあり方につい

て考える。

・エネルギー変換の技術が生活や社会に果たしている役割について

考える。

・エネルギー資源の種類や,エネルギーが利用されるまでの流れを知

る。

・発電方法の長所・短所を比較し,安定して発電するための仕組みを

知る。

・送電の仕組みを知る。
・身近な電気機器の構成を、回路図を使つて表す方法を理解する。

・はんだごてを用いて、安全・適切な製作、実装、点検及び調整等が

できる。

・家庭で起こる電気の事故と原因について調べ,それらを防止するた

めの仕組みや電気機器の定格について知る。

・工具や回路計を用いて,テープルタップ等の電気機器の保守点検を

行う。

・電気機器の手入れや点検について知り、事故防止の具体的な方法を

身に付ける。

・動力を伝える仕組みが用いられている身近な製品とその理由を考

える。

・機械的に力や運動を保存し,利用する仕組みを調べる。
。これからの社会の発展とエネルギー変換の技術の在り方を考える。

・エネルギー変換の技術を利用することで実現される持続可能な社

会について考える。

・情報の技術に関する製品やサービスに込められた工夫や仕組みを

調べるも

・処理の流れや手順を表す方法を知る。

・順次・処理・反復のプログラムの基本を確認し,変数や配列及び
イベントを利用したプログラムの制作,動作の確認及びデバングを
行う。

総 時 間 数 39



年間授業時数 学  年
技術 。家庭科 (家庭分野) 39 2

授 業 形 歯

前期 :一斉授業 後 ,月:一斉授業 ′

技術・多

牲行所 ) ノ ー

標

生活の営みに係る見方t考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的i体験的な活動を通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を

工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)家族・家庭の機能について理解を深め、家族]家庭、衣食住、消費や環境などについて、生活の自立に必要な基礎的な理解を

図るとともに、それら1こ係る技能を身に付けるようにする。
(2)家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを

論理的に表現するなど、これからの生活を展望して課題を解決する力を養う。

(3)自分と家族、家庭生活と地域との関わりを考え、家族や地域の人々 と協働し、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造し

ようとする実践的な態度を養う。

学 習 の
ね ら い

A家族・家庭生活
(3)家族・家庭や地域との関わり

ア 次のような知識を身に付けること。

(ア)家族の互いの立場や役割が分かり、協力することによつて家族関係をよりよくできることについて理解すること。

(イ)家庭生活は地域との相互の関わりで成り立っていることが分かり、高齢者など地域の人々と協働する必要があるこ

とや介護など高齢者との関わり方について理解すること。

イ 家族関係をよりよくする方法及び高齢者など地域の人々と関わり、協働する方法について考え、工夫すること。

B衣食住の生活 (衣・住生活)
(4)衣服の選択と手入れ

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア)衣服と社会生活との関わりが分かり、目的に応じた着用、個性を生かす着用及び衣服の適切な選択について理

解すること。

(イ )衣服の計画的な活用の必要性、衣服の材料や状態に応じた日常着の手入れについて理解し、適切にできるこ

と。

イ 衣服の選択、材料や状態に応じた日常着の手入れの仕方を考え、工夫すること。

(5)生活を豊かにするための布を用いた製作

ア 製作する物に適した材料や縫い方について理解し、用具を安全に取り扱い、製作が適切にできること。

イ 資源や環境に配慮し、生活を豊かにするために布を用いた物の製作計画を考え、製作を工夫すること。

(6)住居の機能と安全な住まい方

ア 次のような知識を身に付けること。

(ア)家族の生活と住空間との関わりが分かり、住居の基本的な機能について理解すること。

(イ)家庭内の事故の防ぎ方など家族の安全を考えた住空間の整え方について理解すること。

イ 家族の安全を考えた住空間の整え方について考え、工夫すること。

C消費生活
(1)金銭の管理と購入

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア )購入方法や支払い方法の特徴が分かり、計画的な金銭管理の必要性について理解すること。

(イ)売買契約の仕組み、消費者被害の背景とその対応について理解し、物資・サービスの選択に必要な情報の収集・

整理が適切にできること。

イ 物資・サービスの選択に必要な情報を活用して購入について考え、工夫すること。

(2)消費者の権利と責任

ア 消費者の基本的な権利と責任、自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影響について理解すること。

イ 身近な消費生活について、自立した消費者としての責任ある消費行動 を考え、工夫する

定期考査

出題方針 教科書とノートの内容を中心にプリント、ワークシートからも出題する。

範 囲
(予定)

第 2回考査
・衣服の選択と手入れ
・生活を豊かにするための布を用いた製作

年度末考査
・住居の機能と安全な住まい方
a金銭の管理と購入 。消費者の権利と責任

評価の観点 B

評価の方法

・評価の観点は家庭科の「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の3′点とする。
・授業への取り組み方、発表・プレゼン・レポート、ワークシートの記述等から総合的に評価する。

先生からのアドバイス

(予習・復習の

方法、授業の受

け方、ノートの

とり方など)

・忘れ物をしない。   ・時間を守る。   ・人の話を集中して聞く。
・課題をきちんと行い提出する。   ・学習内容を家庭で実践する。
・自らの家庭生活を見つめ、家庭生活に対する課題や考えをもつ。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業)
鞠 月 学 習 内 容 時数 学 習 の ポ イ ン ト

前

期

4

5

6

7

8
9

○目的に応じた衣服の選択
①衣服で伝わるメンセ~ジ

②自分らしくコーディネート
③つなげよう和服の文化
④上手な衣服の選択

O日 常着の手入れと保管
①まかせて衣服の手入れ

②布の繊維に応じた手入れ

③めざそう洗濯名人
④補修や収納・保管

O生活を豊かにするものの製作
①製作の基礎・基本

く第 2回

②布による作品で生活を演出

1

1

1

2

1

2

1

2

2

7

・衣服の社会生活上のはたらきがわかる。
・自分らしい着方を工夫することができる。
・和服の文化に関心をもち、和服の着方を知る。
・自分の衣服計画が立てられる。
・既製服を選ぶポイントがわかる。

・衣服の状態に応じた手入れの必要性がわかり、適切な手入

れができる。
・取扱い表示の意味を理解し、衣服の素材に適した手入れの

方法を選択できる。
・衣服の素材に合つた洗斉Jを選び、適切な量を使用できる。
・衣服の傷みの状況に合わせた方法で補修ができる。
・衣服に合わせた方法でアイロンかけや収納。保管を適切に

行うことができる。
・布を用いて生活を豊かにするものを考える。

・製作の計画を立て、手縫いやミシン縫いで生活を豊かにする
ものをつくる。

後

期

10

11

12

1

2

○生活を豊かにするものの製作
②布による作品で生活を演出

○住まいのはたらきとここちよさ
①住まいのはたらき
②住まいの空間

O安全な住まいで安心な暮らし
①家庭内事故への備え

②災害への備え

○持続可能な住生活
持続可能な住生活をめざして

○家庭生活と消費
①消費生活のしくみ

②家庭生活における収入と支出

〇購入・支払いと生活
①いろいろな購入方法
②購入前に知つておくこと

③いろいろな支払い方法

④情報を活用した上手な購入

○自分の成長と家族・家庭生活
③家庭を支える社会

④中学生にとつての家族

2

1

1

2

2

3

1

1

1

1

1

1

1

1

・住まいの基本的な役割について理解する。
。日本の伝統的な住まいの特徴を知る。

・家庭内の事故の種類と、その原因を知る。
・幼児や高齢者の安全を考えた住まい方について工夫する
。地域さまざまな災害に備えて、室内を安全に整備する必要と

その方法について理解する。

・持続可能な社会の実現に向けて、さまざまな住まいと住まい

方の工夫があることを知る。

・物資とサービスの特徴がわかる。
・消費生活のしくみがわかる。
・収支のバランスをはかり、計画的に金銭管理する必要がある
ことがわかる。

・店舗販売と無店舗販売の特徴がわかるも
・売買契約について問題発生の原因や予防方法を含め、理

解する。
・即時払い、前払い、後払いの特徴を理解し、利点と問題点を

。量簿啓象の収集や活用のしかたを理解し、目的に合つた商

品を選ぶことができる。

。自分や家族の生活は家庭内や家庭外の活動が支えているこ

とに気づく。
・家族には互いの立場や役割があり、協力することで家族関係
をよりよくできることを理解する。

総 時 間 数 39



学 年

英 語 (英語・葉 ;誕 )
195 2

授業形態 指導者名

習熱度別による少人数授業および
二斉授業 高木由貴・土井夏美・毛利さやズ〕`・ Kttnttittr

雑  (翻 ) N[訥「HOttON ttglsh Cours鬱 ( 泉承吾藉 )

教科善以外の教材(発行所 )

・実力練成テキスト2側 里)
・中高=買テキストNEWTREAttRE ttgel・ 2α会出片反)
・ NⅣVTREAttRE文法問題集 1・ 2剣 D
・ Tak&Tak ⑩

・唖 tial ttagel―

目 標
外国語 C臨吾)によるコミュニケーションにおける見方・者え方を働かせ、燭 副こよる「間

くこと」、醐 こと」、隔請 こと (やりとり)∽ 」、「書くこと」の言語活動を通して、簡単
な盾報や者えなどを理解したり表硯したり伝え合つたりするコミュニケーションを図る資質・能

力を育成することを目指す。

学習のねらい

・言語の4技能5領域 (「間くこと」「話すこと (やりとり)(発表)」「読むこと」「書くこ

と」)をバランスよく学習する。
・200語程度のまとまつた英語を聞いて、その内容を理解することができる。

・質問・応答・交渉・言い換え・論理的な自己表現などズ〕て きる。

・300語程度のまとまつた英語を読んで、その内容を理解することができる。

・基本的な文法・語いを使つて、2∞語程度のまとまつた英語を書くことができる。

定期者査

鰤 十

中高工買テキストNEWTREAttRE―を中心|ミ 検定教斜吾にも触れながら、
副敦材、F口瞭 教材プリントなどから出題す&
白障猟夢壺Щ解怖簡∽は跡ず行う方針で施

範囲

(渤①

2嘩
3雌
4嘩
年度末者査

中高ユ貫テキス Ltton10、   11、  12  指定薦藍羽爾膵捷豊や慟躍彗

軒 ≠ 員刃 Fス卜罰襲βl Lttnlム Lttnl、 丞 3申

中高工買テキス L―n3、 4帯甑勢い麿胸谷

中高工貫テキスト説暮2L― n4、 5

言甲面α荘励煮・
言噺 叫

評価a鋼悧よ 知識・鶴 臥悪者・判断。詞鳳 豆瑚詔靖欽 主体的偲引劉翻 り組む悪反の3項目こ丁
乙 具掬的憑調岡よ 定期者査魯中Ы五 陶 アイ)しの1乍成劉 吻色頼象 小テスト、初

を自む菊諷 ― の日又り網陽状況筈
を適切に活用し電総a的に行う。

先生からアドパイス

(認 ・ 郭 脚

∃功転 ノートの取り方など)



年 間 授 業 計 画 表 (45分 隈業 )

悧 月 学 習 内 容 B譜文

日U

期

4

5

6

7

8

9

Un訛 0

MySpttngヽ ′acalion

Un■ 1

Whatcanwe expe百ence on

a前p?

Unm2
What ttlocalfood?

。一般動詞の過去形、canの文

・疑間詞

・ be going to

・ヲ閣彰 面‖

・抱漸続請司

・ SVOOt   SVOC

鱒

L―■10
Lers Dttnkand EatⅥ ′ater B

ubbles

L-11
陥 mttdottJleЮ鰊

・未来を表す表現

(begOing to～ )

。いろいろなコ唾嬌司

(wi‖漁 n/may/must)

・Thereた orel～の文

数や量の多少を表す表現

19

19

Unk3
Whatttnd ofjobattyou inte

sted in?

SねgeЛEdttHy l

My FavoriteJapanese Food

《 2雌  》
山弱とRttd l

Hと的りず00dG

Un■ 4
Wtt Limpottrtin a h研 画平

Un■ 5

W重亀柳 とgood缶霞甲耐

・不定詞 (形容詞白包用法、冨」詞

的用法と名詞的用法)

・好きなことや得意なことにつ

いて話し合い、自分に合うと思

う仕事について書く

・速読 (説明文)

・ have to― /dOnt haveto―

・助動詞 wil1/musymutt not

・ howto S+V
o sure that SttV

L― n12
町 89田 hinぬ

《 2嘩  》
鰹

Ltton l

14-yea卜 olds aЮ und the

theWond

L― m2
Theimpactof Non― N前絶

Species

。
|ヒ較 bettett the best

(原級。比較級。最上級)

・備 工K and/or.…
。与J:“,i三軸 en

・接続識 hat

・接続詞 r/理由、識歩を

表す接続詞

19

5

19

19

後

期

10

11

12

1

2

3

Un託 6

Howcan we makea g∞d

p爬確nttdon?

《 3雌  》
時 Ad出崩y2

町 S個 剤 S個 隆

《4嘩 》

。とと朝漸汲

・最上級
。as―as e . .

・クラスで人気のあるものを調

べて、その結果を発表する

L― n3
TheWottd Favonte

ChildrentAuthor

《 3囀  》
L岱on 4

Ta陸汚hit Spe∝ h about

theSθnsん的

《4嘩 》

・離  (SV/SVC/SVO)

・ 不定詞

(名詞用法、副詞阿法、

形容詞用法)

19

19

[ 冬季休業中 ]

睫皓 Rttd 2

AGlass of M‖ k

Un託 7

WhatareWond Henttge Ыte

sand their pЮ blems?

Stagem3
L赴卜ha山 田 飾

《韓 》

阻 Rttd 3

Pidmttand ourBeaud他 :

PIanet

・速読 (物語文)

・呂又動態

。自分の町のおすすめの場所に

ついて書き、相手にその場所の

特徴や良い点を伝える

。私の好きなこと。もの

・週動 (l石診

Ltton S

Disnり and Ghib“ F雷〔inate

theWond

《韓 》

L― n6
Fott in Sumtra

・動名詞

・不定詞と動名詞

・受け身形

19

19

19

《 スプリングチャレンジ 》

総 時 間 数 195



令和7年度 岡山県立倉敷天城中学校

第 2学年 道徳年間指導計画
学校の教育目標 科学的思考力と創造力を身に付け、21世紀の社会を各分野で主体的に担つていくことができる生徒の育成

幅広い知識と国際的な感覚を身に付け、国際社会で活暉できる知的バランスのとれた生徒の育成

豊かな人間性をもち、自分を律し他を尊重しながら個性を伸長する意欲ある生徒の育成
教科書

検定教科書「中学生の道徳 2」

学年の重点項目 自らのよさを伸ばすとともに他者の立場を尊重し、ともに高めあう態度を育てる。

月 主層名
事

目

内
項

資料客 れらとヽ

4

自律的な生き方 A‐ (1) 道徳 はしまりの時間 自分の人生って
自己を見つめ自主的な判断の「きっかけ」を自分なり1こ考えることを通して、他者に流されてしまう等の弱さを乗り越え、自律的な生き方

自ら考え 判断し、

困難に打ち克つ強い

意志
A‐ (4) 第二の人生―池江璃花子

に努力を続けた池江璃花子選手を支えた思いについて考えることを通して、困難を乗り越える手立てと強い意志の再起を果たすため

さまざまな源に気フづき、希望や勇気に支えられながら困難に打ち克つていこうとする道徳的実践意欲を培う。

社会の一員として C‐(10) マイ・フェイア`リット・ロード
自転車が積転した際に助けてくれたおしいさんとの会話から、歩美の心の変化について考えることを通して、公の視点で周囲を尊重

し、慮り、公徳を守ろうとすることの大切さに気づき、住みよい社会の実現に努める道徳的態度を養う。

5

誡実に責任をもつ A‐ (1) ジョイス
自も審判を務めようとするジョイスと、彼 の心情を失感的に理解することを通して、誠

さに気づき、自分の行為の結果に責任をもち、人間としての誇

生命の神秘と尊厳 D‐ (19) あなたの「生きようとする力」
ようとする力Jを知り、生きて生まれてくることの意味について考えることを通して、人間の意思を超力強く産声をあげる赤ちやんの

えた生命の営みの尊さに気おき、自他の生命を尊重する道徳的心情を育む。

いしめを許さない C‐(H) 君、想像したことある?
いじめの卑劣さを訴える春名鳳花さんの主張を共感的に理解することを通して、いじめをする人間の開さや醜きに気づき、自分の弱さ

に打ち勝つて、差別や偏見、いじめのない社会の実現に努める道徳的態度を養う。

社会的生命といしめ D‐ (19) 消えない落書き
余命わずかな祖母の 学校に来なくなった日辺さんとを重ね合わせる里奈の思いに えることを通して、社会的生命の尊さ

に気づき、自 的態度を養う。

0

自律して誠実に実行

する
A‐ (2) 開の中の炎

アイディアを得ることは問題ないのに、自分の行 を自間する理沙の判断について考えることを通して、自

さに気づき、誠実に実行してそ

自然への民怖 D‐ (21) 樹齢七千年の杉一屋久島
目 にした筆者の農えるような感動体験を共感的に受け止めることを通して、 に気づき、畏敬の念

をも深め

時と場に応したネし儀

作法
B‐(7) いつても,どこでも…SNS

お互いが気持ちよく過ごすために大切なことは何かを考えることを通して 相手への敬愛や尊重など表す 4し儀作法の大切さに気づき、

時と場に応じて、他者を慮った適切な言動

自分 自身 のコントロ
A‐ (2) ほどほどライン

トフォンの適切な使用に関する自身の判断を吟味し、「ほどほど」を保つことについて考えることを通して、自らの状態や判断を省

みることの大切きに気づき、節度を守り、節制に心がけようとする道徳的実践意欲を培う。

7

郷上に受け継がれた

伝統や文化
C‐ (16) 相馬野馬追の季節

葛藤を乗り越えて野馬追を の人々の思いについて考えることを通して り、受け継ぐことのよ

さや大切さに気づき、地域社会の一 とし

仕事への誇り C‐(13) 加奈子の職場体験
カットを進める安田さんの背中を見つめ の思いにつし t働 くことの厳しさや仕事への誇りに気づき、

の尊きや意義を理解して、自分の将来の生き方を考え

新しいものを生み出

す
A‐ (5) ミスター・ヌードル

りに生涯をささげた安藤百福さんの生き方 て、好奇心・探究心をもち想像力を働かせて

探究し 真理を探究して新しいも

9

目標に向かう意志と

努力
A‐ (4) イナロー選手のグロープ

グロープ作り1こかける岸本耕作さんの思いについて考えることを通して 目標の達成を目指して、くじけずに努力し続ける意志の根底

にあるさまざまな思いに気づき、 ようとする道徳的

自分を輝かせる A‐ (3) 虎
虎の一役にかけた人補の心の変化と、観客を感動させたものについて考えることを通して、自分らしさを発揮することのよさに気づき、

て充実した生き方を追求し

集団生活の充実 C‐(15) 明かりの下の燭台
チームの勝利のために献身し、マネージャーに徹した鈴木恵美子さんの生き方について考えることを通して、集団における自分の役割

と寅任を自覚し、集団生活の充実に努めていこうとする道徳的実践意欲を培う。

前夕』のふり返 り 前期の自分をふり返り今後を考える

10

他者を思いやる B‐ (6)
「がんばる」は僕の宿題

「がんばれJという言葉を日にできなくなった鎌日 して、相手の立場や

と 手に寄り添つて考え続けることの大切さに気づき の心をもつ

自分と具なる立場や

意見の尊重
B‐ (9) 北の大地から 野生の猛合を守る

一人のハンターとの出会いから、斎藤さんが気付いたことについて考えることを通して、一面的な見方や考え方に陥りやすい人間の弱

さと、それを乗り越 さに気づき、他者と紺話し相 度を養う。

真の友情 B‐ (8) 嵐のあとに
嵐の漁を経てがつちりと手を握り合う勇太と明 について考えることを通して、心から信頼 さに気づき、相

互に変わらない信頼と相手 んで彰

人と国の関わり C‐(17) 国―王貞治
二つの祖国をもつ王貞治さんの考え方を通して、人と国との関わりにつヤヽて考える姿勢の大,lさ に気づき、日本に生きる者としての

覚をもつ

11

誇りある生き方 D‐ (22) よみがえつた良心
すべてを捨ててもアガサを助けることを選んだジミーの思いやジミーを追い続 てヽ考えることを通して、人間に

は気高く生きよう として誇りある生き方を見出そうとす

自然の崇高さ D‐ (201 地球の時間、ヒトの時間
何億年もかけて作られた自然環境とごく最近生物の仲間入りをした人類の関係について考えることを通して、自然の中で生かされてい

る 自然の崇高さを知り、 つ道徳的心情を育む。

温かな思いや り B‐ (6) その声は
電車内での電話を時,普する男性の心を慮り、声をかけ、見守った乗客の思いにつヤヽて考えることを通して、相手の立場に立った思い

その心を大切にしようとする道徳的心情を育む。

家族の無私の愛 C‐(14) 天使の舞い降りた草月
母の死を経験し験手として生きていこうとする決意する「僕」の思いについて考えることを通して、自 日立、幸福を願う家族

の愛情の深さに気づき、自分と家族との関わりを て充実した生き方をしよう

12

人間らしく生きる D‐ (19) あふれる愛―マザー・テレサ
死にゆく人を看取るマザー・テレサの思いについて考えることを通して、生命には生物的・身体的生命のほか、社会的生命や精神的

生命など多様性があることに気づき、生命尊重の理解のもとに自己の生き方を考え続けていこうとする道徳的実践意欲を培う。

社会の規律を守る C・ (10) 仏の銀蔽
「お天道様が見 とする人々の思いについて考えることを通して、 の大切さ

に気づき、自他の権利 ていこうとする道徳的判断力を高める。

人間として誇りある生

き方
D‐ (22) 足袋の季節

取返しのつかない過ちを悔いる「私」の て、人間の弱さや醜さとそれを克服したいと願)心に気づき、自

、ヽ人間として誇

1

豊かな人間関係 B‐ (8)
ゴリラのまねをした彼女

「僕Jが友達の行動を賞賛したときの思いや、 して、相手のよさを認め合い、

重し、 しさに気づき 実践意欲を増う。

温かい思いやり B‐ (6) 地下鉄で
筆者が感じた「少女たちの中にある美しきJについて考えることを通して、他者を思いやつて にしたり、いたわつたりすることのよさ

に気づき、思彰

社会参画と社会連帯 C‐(12) 加 山さんの願 い
雨の中で傘を持つたまま考え続ける力H山さんが気づいたことについて考えることを通して、互いに助け合い励 大切

づき 画と社会連帯の自覚を高め

2

公平な社会の実現 C‐(■ ) 迷惑とは何ぞ
「迷惑 Jとし 主張について考えることを通して と、公平さを実現する努力の大切さに気づき

公平で公正な社会の めようとする道徳的実践意欲を培う。

家族の一員としての

自覚
C‐(14) 一 冊のノート

ノーHこつづられた祖母の思いを知り、祖 僕Jの心の動きについて考えることを通して、自分の成長を見守つて

した家庭生活を集こう

世界平和と人類の幸

福
C‐(18) 真珠の水―中村哲

35 して、国や地域の違いを越えて人々のために貫

と さに気づき よいよい国際社会の形成を志し世界の中の日 ての自党を大切にする道徳的心情を育む。

人間のすばらしさ Do(22) ネパーフレのビール
チェトリが帰つてくるまでの「私」の心の動きを共感的に理解することを通して、人を信じ切ることのできない弱さとそれを乗り越えたいと

願う気高き1こ気 人 りや深い人間愛を大

3

SDCsの 視点から すべて 持続可能な社会に向けて 持続可能な社会の実現に関わる現代的な課題を通してSDCsと の関連を知り、継続的に考え続ける道徳的実践意欲を堵う。

郷土 C‐ (16) ふるさと1こ学びを広げよう さまざまな都道府県の自然遺産や各分野の先人たちから、地域の伝統や文化を大切にする道徳的心情を育む。

後期のふり返り 後 )初の自分をふり返り今後を考える



教 科 名 年間授業時数 学  年

サイエンス 39 2

授 業 形 態 指 導 者 名

分割授業 (1学級を 2講座 ) 奥野 晃司 松末 昌樹 武下 晃慎 加門 敏弘

目  標

科学が社会生活において果たしている役割に目を向け、実験
。観察・数学的活

動を通じて、科学的に調べる能力と態度を育てる。さらに、一人一人が自分の考

えについて他者と討論することによつて、探究すること、説明をすること、根拠

付けをすることなど問題の解決や探究活動に必要なスキルを身に付け、学んだ

知識と組み合わせて問題解決的な学習を取り入れることにより、科学的思考力

や創造力を養 う。

学習のねらい

0論理的思考力を構成する様々な推論形式 (ピアジェの形式的思考操作)を強化

することによつて、認知能力の促進 。加速を図る。

②グループやクラス全体の議論を通して十分な経験と反省をさせ、批判的思考、

複限的思考、分析的思考操作の方法を身に付ける。

③各思考操作を、各作業を通じてその都度直接に習得させることを目的として

いるのではない。 2年間の授業を通じて、形式的操作一般の能力の発達を加
速 。促進させるのがねらいである。

評価の観点

①課題を解決するために実証的、論理的に考えたり、分析的、総合的に考察した

りして問題解決に当たることができる。

②形式的思考操作ができる。

③他者の意見を論理的な思考によつて判断し、その意見に対する自分の考えを

持つことができる。

④自分の意見を適切にまとめ、効果的な発表ができる。

先生からア ドバイス

(授業の受け方、ノー

トの取 り方など)

。授業の結論を覚えた りする必要はありません。プリン トは友達と討論するた

めのメモに過ぎませんので、その時間にしつかりと考えて自分の意見を述べ

るようにしましょう。

・先生と対話 したり、友だちと討議をした りして考えを深めるとい う体験をし

ましょう。

・グローバルで学習 している言語技術の手法を活用して、意見が言えたり、文章

が書けたりできるようになりましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分 授業 )

学期 月 学 習 内 容 時数 学習のポイント

前

期

4

5

6

7

8

9

【組み合わせ】選択肢 (15)
【変数】相互作用 (16)

【蓋然性】コインを回す (17)

【蓋然性】紅茶の味見 (18)

【相関性】わらじ虫の行動 (19)

【相関性】処理と効果 (20)

【蓋然性】サンプリング :池の中
の魚 (21)

【蓋然性】サイコロを投げる

(22)

【形式的モデル】物質の状態・溶

液・化学変化 (23・ 24・ 25)

【複合的な変数】圧力・浮かぶ 。

沈む (26・ 27)

2

2

2

2

1

1

1

1

2

2

。すべての場合の数え上げを行 う。
・酵母菌、鉄 さびについての実験を通 して、二つの

「入力変数」が合わさって「結果の変数」が大きく

なるような現象について考える。
・ コインの表が連続 して出る頻度 と試行回数の関係

を調べ、確率的現象の振る舞いを知る。

・特殊な能力を持つ人がいると仮定 して、 5回のう
ち何回当たればその人の能力を信 じることがで

きるかを考える。
・状況の違 う4か所を設定し、わらじ虫がどこに最
もよく移動するかを調べて得られたデータから考

察を行 う。
。相関関係が何を意味するかを示す例を提示し、相関

関係を理解することは確率を理解することに依存

することを体験させる。
。標本抽出の数量的検討を比と割合に関係づけて理

解する。
・確率の最後の活動としてサイコロを用いて確率の

概念をまとめる。
・観察したことをモデル化する。

。複数の変数が関係して複合的な変数があることを

確認 し、複合した変数の使い方を理解する。

後

期

10

11

12

1

2

3

【平衡】丘を登り、谷を下る
(28)

【複合的な変数】ダイバー (29)

【平衡】つりあいを取り戻す
(30)

課題研究について

オ リエンテエション

課題研究の進め方

文献調査について

論文講読
ゼ ミを決めについて

テーマ設定、検討

課題研究発表会参加

テーマ設定、検討

2

1

1

(19)

1

1

2

2
2

8

2

1

。平衡を保つための条件を探る。

。密度の概念を導入して複合的な変数について再度

考察を行 う。
,て んびんの平衡を保つための条件を整理する。

。課題研究発表会に参加 し、質問やディスカッション

を行 う。

総 時 間 数 39


